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市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問

１８

（
要
旨
を
掲
載
）

　

電
力
需
給
の
あ
り
方
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
前
提
と

な
る
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

ま
ず
輪
番
停
電
が
深
い

検
討
が
さ
れ
ず
に
実
施
さ
れ
た
こ

と
は
、
大
変
大
き
な
誤
り
だ
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
今
回
の
需
要
抑
制
を
一
律
で

お
願
い
す
る
施
策
が
場
当
た
り
的

に
見
え
て
仕
方
が
な
い
わ
け
で
、

国
家
的
な
戦
略
と
い
う
も
の
を
、

９
電
力
に
よ
る
寡
占
体
制
の
中
で

送
電
と
の
分
離
と
い
う
話
も
あ
り

ま
す
し
、
地
域
固
有
の
や
り
よ
う

も
織
り
込
ん
で
い
け
る
方
策
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
物
を
つ
く
る
立
場
か
ら
原

子
力
に
関
与
し
て
き
た
経
験
か
ら

し
て
も
、
非
常
に
コ
ス
ト
が
か
か

る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
、
か
つ
て
の
自

民
党
政
権
、
さ
ら
に
は
現
在
の
民

主
党
政
権
も
、
原
子
力
へ
の
一
定

の
依
存
は
一
貫
し
た
目
標
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

こ
で
甚
大
な
被
害
が
出
て
し
ま
っ

た
事
実
を
踏
ま
え
て
所
見
を
申
し

上
げ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

分
散
化
は
当
然
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
排
ガ
ス
規

制
で
こ
の
世
の
終
わ
り
だ
的
な
議

論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
一

つ
の
契
機
と
な
っ
て
大
き
な
技
術

革
新
が
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
現
有
の
技
術
だ
け
で
な
く

将
来
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
良
い
要

素
を
プ
ロ
モ
ー
ト
す
る
こ
と
を
や

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
普
通
教
室
等
空
調

設
置
事
業
に
つ
い
て
、
今
定
例
会

の
初
日
に
遠
藤
市
長
は
「
節
電
対

策
な
ど
の
取
り
組
み
等
を
踏
ま
え

る
と
大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
現
在
実
施
の
時
期
や
手
法
に

つ
い
て
精
査
検
討
し
て
い
る
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
確
か
に
他
自

治
体
で
は
同
様
の
事
業
を
見
送
る

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
本

市
に
お
け
る
こ
の
事
業
は
、先
般
、

本
市
と
南
関
東
防
衛
局
と
の
協
議

の
場
で
再
編
交
付
金
の
充
当
事
業

と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
期
待
さ
れ
て

い
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度

の
事
業
実
施
が
難
し
い
と
し
て
、

財
源
の
性
質
上
次
年
度
再
び
予
算

組
み
が
で
き
る
の
か
危
惧
を
す
る

も
の
で
す
。
改
め
て
事
業
の
実
施

時
期
、
手
法
に
つ
い
て
市
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

今
こ
の
時
期
の
事
業
実

施
は
難
し
い
に
し
て
も
、
や
は
り

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
を
心
配
さ
れ
る
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
将
来
に
向
け
て
の

担
保
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
、
予
算
化
し
た
一
連
の
事
業

費
に
関
し
て
、
基
金
の
創
成
を
お

願
い
で
き
な
い
か
と
防
衛
側
に
申

し
入
れ
、
そ
の
結
果
こ
れ
を
認
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
節

電
の
あ
り
よ
う
、
電
力
需
給
の
動

向
な
ど
注
視
し
な
が
ら
、
私
ど
も

の
判
断
に
よ
り
適
切
な
時
期
に
事

業
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
の
追
加
的
返
還

候
補
地
が
国
か
ら
示
さ
れ
、
本
市

は
す
ば
ら
し
い
返
還
跡
地
利
用
構

想
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
構

想
の
推
進
の
た
め
に
必
要
で
あ
る

日
米
合
意
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関

す
る
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん

が
そ
の
理
由
を
伺
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
構
想
の
中
の
総
合
病
院

建
設
に
関
し
て
、
本
市
の
救
急
搬

送
先
の　

％
が
市
外
の
病
院
と
い

７４

　

東
日
本
大
震
災
発
災
に
よ
る
新

た
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
本
市

に
お
い
て
も
、
帰
宅
困
難
者
へ
の

対
応
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
保

育
園
、
児
童
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は

保
護
者
が
帰
宅
困
難
者
と
な
る
状

況
が
発
生
し
ま
し
た
。
連
絡
が
取

り
に
く
い
状
況
下
で
の
対
応
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

危
機
管
理
と
は
、
い
つ
・
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
緊
急
事

態
を
予
知
・
予
防
す
る
こ
と
で
あ

り
、
発
生
時
に
は
迅
速
な
対
応
で

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

で
す
。
初
動
態
勢
の
迅
速
化
・
強

化
を
図
る
た
め
常
設
型
の
危
機
管

理
室
設
置
の
必
要
性
と
、
原
発
事

故
に
よ
る
広
域
的
な
放
射
能
汚
染

災
害
に
つ
い
て
も
地
域
防
災
計
画

に
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が

所
見
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　

放
射
能
災
害
は
国
に
安

全
対
策
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
性

を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

上
で
地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け

て
ま
い
り
た
い
。

　

市
民
部
長　

常
設
型
の
危
機
管

理
室
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
市
役

所
３
階
３
―
１
会
議
室
に
情
報
収

集
室
と
し
て
外
線
及
び
内
線
を
６

本
ず
つ
設
置
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
部
長　

保
育
園
、
児
童
ホ

ー
ム
で
保
護
者
の
お
迎
え
を
待
つ

態
勢
と
し
ま
し
た
。
今
回
の
震
災

を
教
訓
に
保
育
士
や
指
導
員
と
と

も
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
し

て
い
く
所
存
で
す
。

う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
本
市
へ
の

病
院
誘
致
の
た
め
に
、
県
央
医
療

圏
の
病
床
過
剰
と
い
う
課
題
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

返
還
地
の
跡
地
利
用
は
、

国
と
の
間
で
基
本
合
意
し
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
関
係
で
、

防
衛
省
は
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
や

米
軍
と
の
ト
モ
ダ
チ
作
戦
の
調
整

な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、
協
議
会
が
延

期
さ
れ
ま
し
た
が
早
期
に
調
整
し

ま
す
。
日
米
合
意
の
関
係
も
、
国

に
対
し
米
側
と
の
協
議
を
加
速
す

る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
部
長　

平
成　

年
４
月
か

２５

ら
始
ま
る
第
６
次
神
奈
川
県
保
健

医
療
計
画
で
、
圏
央
二
次
保
健
医

療
圏
と
し
て
病
床
数
が
的
確
に
示

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
座
間
市
長
は
綾
瀬
市
長
と
連
名

で
、
ま
た
、
本
市
の
要
望
で
同
医

療
圏
の
４
市
１
町
１
村
の
全
首
長

の
賛
同
の
も
と
に
県
知
事
に
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
増

床
実
現
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

　

国
難
と
も
い
え
る
大
災
害
が
東

北
地
方
を
襲
っ
て
三
カ
月
が
た
と

う
し
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
、
避
難

場
所
で
十
万
人
以
上
の
方
々
が
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
関
東
地
方
に
も
直
下
型
の

大
地
震
が
い
つ
来
て
も
お
か
し
く

な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
の

た
め
の
福
祉
避
難
場
所
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
弱
者
、
と
り
わ
け
自
閉
症

児
者
は
集
団
生
活
に
な
か
な
か
馴

染
め
な
い
た
め
に
、
パ
ニ
ッ
ク
に

陥
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
、
現
に
今

回
の
災
害
に
お
き
ま
し
て
も
、
避

難
場
所
を
転
々
と
移
動
し
た
り
、

車
の
中
で
避
難
生
活
を
送
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
状
況

が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市

で
は
ア
ガ
ペ
と
災
害
時
に
お
け
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
と
聞
き
及

ん
で
お
り
ま
す
が
、
到
底
不
足
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

福
祉
避
難
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

障
害
を
お
持
ち
の

方
が
一
般
の
方
々
と
集
団
で
避
難

生
活
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
い

ま
す
。
防
災
計
画
の
見
直
し
を
近

い
う
ち
に
行
い
ま
す
の
で
、
確
保

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
適

切
な
情
報
収
集
や
、
訓
練
等
関
係

団
体
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
見

直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月　

日
・　

日
、
２
日
間
に

３０

３１

わ
た
り
須
賀
川
市
、
山
元
町
な
ど

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
山
元

町
の
職
員
に
東
日
本
大
震
災
発
生

時
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
と
き
の
お
話
で
は
、
３
月

　

日　

時　

分
地
震
が
発
生
、　

１１

１４

４６

１４

時　

分
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

４７
れ
、　

時　

分
大
津
波
警
報
が
発

１４

４９

令
、　

時　

分
避
難
指
示
が
確
認

１４

５２
（
５
面
へ
続
く
）

竹
市　

信
司 
議
員
《
市
民
連
合
》

電
力
需
給
の
あ
り
方
を
問
う

沖
本　

浩
二 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
問
う

　

小
川　

成
男 
議
員
《
政
和
会
》

キ
ャ
ン
プ
座
間
の
返
還
と

病
院
建
設
に
つ
い
て

安
斉　

昭
雄 
議
員
《
政
和
会
》

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
学
び　

防
災
対
策
の
見
直
し
を
急
げ

山
本　

愈 
議
員
《
政
和
会
》

災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
場
所

の
確
保
に
つ
い
て

　

牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
の
教
訓
を
ど
う

生
か
す
の
か　

危
機
管
理
体
制
を
問
う

一一一一一一一一一一一一一一

般般般般般般般般般般般般般般

質質質質質質質質質質質質質質

問問問問問問問問問問問問問問

▽　

６
月
２
日　

開
会
、
会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・

討
論
・
採
決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、陳
情
上
程
・

委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
議

員
提
出
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
、議
員
提
出
議
案
上
程（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）

省
略
・
採
決

▽　

６
月
９
日　

一
般
質
問

▽　

６
月　

日　

一
般
質
問

１０

▽　

６
月　

日　

一
般
質
問

１３

▽　

６
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
･

２７

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審
査
案
件

上
程
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報

告
・
質
疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採

決
、
陳
情
上
程
・
閉
会
中
の
継
続
審
査
、

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、
常
任
委
員

会
等
の
所
管
事
務
調
査
、
議
員
提
出
議

案
上
程
・
（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
及
び
討
論

は
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る
質

３６

４０

疑
（
６
月
２
日
）

　

柏
木
育
子
（
日
本
共
産
党
）

　

総
括
質
疑
（
６
月
２
日
）

　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）
、
安
海

の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
沖
永
明

久
（
市
民
連
合
）
、
稲
垣
敏
治
（
公
明

党
）
、
佐
藤
弥
斗
（
政
和
会
）
、
飛
田

昭
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

　

議
員
提
出
議
案
第
９
号
に
対
す
る
質

疑
（
６
月
２
日
）

　

沖
永
明
久
（
市
民
連
合
）
、
牧
嶋
と

よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

討　
　

論
（
６
月　

日
）

２７

　

牧
嶋
と
よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）
、
沖
永
明

久
（
市
民
連
合
）
、
京
免
康
彦
（
政
和

会
）
、
飛
田
昭
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
稲

垣
敏
治
（
公
明
党
）

　

議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑
（
６
月

５２

　

日
）

２７
　

沖
永
明
久
（
市
民
連
合
）
、
中
澤
邦

雄
（
日
本
共
産
党
）

本
会
議
の
概
要




